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町
内
区
間
延
長
約
25・
３
㌔

㍍
、
歩
道
延
長
約
10
㌔
㍍
の

２
路
線
あ
り
復
興
支
援
道
路

に
指
定
さ
れ
る
重
要
路
線
で

す
。

　

町
の
景
観
形
成
の
観
点
で

自
然
と
融
合
し
た
豊
か
な
町

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
な

い
整
備
が
重
要
と
考
え
て
お

り
、
現
在
、
工
事
が
進
ん
で

い
る
町
道
茶
屋
場
田
子
線
は

国
道
の
バ
イ
パ
ス
機
能
を
有
し

馬
淵
川
の
流
れ
を
臨
ん
だ
景

観
的
に
す
ば
ら
し
い
路
線
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
人
口
の
安
定
化
の
観

点
で
は
、
近
隣
市
町
村
へ
時

間
的・空
間
的
短
縮
が
図
ら
れ

る
こ
と
で
、
町
民
の
利
便
性

の
向
上
、
移
住
定
住
者
の
確

保
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
、
災

害
時
の
緊
急
輸
送
道
路
と
し

て
機
能
も
向
上
す
る
こ
と
か

ら
近
隣
市
町
村
の
「
安
心
」

に
も
大
き
く
寄
与
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、

国
道
２
８
１
号
の
抜
本
的
な

末
現
在
、
改
良
率
は
県
平
均

を
10
％
弱
上
回
り
、
舗
装
率

は
県
平
均
並
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
生
活
道
路
と
し
て
利

用
が
高
い
路
線
は
優
先
的
に

整
備
を
進
め
て
お
り
、
町
道

認
定
を
さ
れ
ず
に
道
路
間
の

連
絡
的
役
割
を
担
う
路
線
は
、

路
線
の
性
格
、
利
用
状
況
な

ど
の
調
査
に
よ
り
、
町
道
認

定
、
あ
る
い
は
整
備
計
画
に

盛
り
込
み
、
改
良・舗
装
な
ど

の
事
業
化
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応

に
よ
り
利
便
性
の
確
保
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
　

町
内
の
県
道
と
県
管

理
国
道
２
路
線
の
整
備
へ
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

岩
手
県
が
管
理
す
る

国
道
は
、
岩
手
町・
久
慈
市

間
を
結
ぶ
国
道
２
８
１
号
で

町
内
の
区
間
延
長
約
30・２
㌔

㍍
、
歩
道
延
長
約
13・
２
㌔

㍍
と
、
陸
前
高
田
市・八
戸
市

間
を
結
ぶ
国
道
３
４
０
号
の

　
　
　

町
管
理
道
路
に
お
け

る
歩
道
な
ど
の
歩
行
者
に
支

障
と
な
る
箇
所
の
さ
ら
な
る

解
消
と
未
舗
装
道
の
舗
装
化

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

現
在
、
町
が
管
理
す

る
町
道
は
２
２
１
路
線
、
総

延
長
約
３
１
７
㌔
㍍
、
う
ち

歩
道
は
８
路
線
、
総
延
長
３・

３
㌔
㍍
ほ
ど
で
す
。

　

歩
行
者
が
往
来
で
き
る
の

は
路
肩
や
路
側
側
溝
と
な
る

た
め
、
歩
行
帯
と
な
る
部
分

の
舗
装
路
面
や
側
溝
蓋
な
ど

の
欠
損
箇
所
に
つ
い
て
、
地

域
か
ら
の
情
報
や
職
員
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
随
時

補
修
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
側
溝
が
傾
倒
し
て

い
る
箇
所
は
歩
行
者
の
通
行

状
況
に
よ
り
、
優
先
度
の
高

い
箇
所
か
ら
順
に
補
修
を
行
っ

て
高
齢
者
や
児
童
生
徒
の
安

全
な
通
行
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　

舗
装
化
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
町
道
の
改
良
率
は
71
％
、

舗
装
率
は
60
％
で
、
26
年
度

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

一般質問

問

答

高齢者福祉の充実は

支 援 員 の 配 置 や 通 院 支 援
　
　
　

高
齢
化
率
の
上
昇
に

伴
い
「
老
老
介
護
」
な
ど
諸

課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

29
年
４
月
現
在
の
高

齢
化
率
は
、
43
・
３
％
と
な

り
、
今
後
、
高
齢
者
人
口
は

減
少
し
ま
す
が
、
総
体
的
な

人
口
減
少
か
ら
高
齢
化
率
は

上
昇
し
ま
す
。
町
内
全
世
帯

数
は
２
７
６
９
世
帯
で
す
。

こ
の
う
ち
「
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
」
は
７
０
５
世
帯

（
25
・
５
％
）、「
高
齢
者
の
み

世
帯
」
は
１
１
２
３
世
帯

（
40
・
６
％
）
と
な
り
ま
す
。

こ
の
５
年
間
で
「
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
世
帯
」
が
１
０
０

世
帯
、「
高
齢
者
の
み
世
帯
」

が
１
５
０
世
帯
ほ
ど
増
加
し
、

今
後
、
さ
ら
に
増
え
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

な
ど
に
伴
い
、
高
齢
者
の
み

世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
高

100円バスを利用する通院者

議
員

町
長

山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

問

答

道路維持管理の取り組みは

柔軟に対応し利便性を確保

一般質問

議
員

議
員

町
長

町
長

国道281号の路側帯を通行する歩行者

議
員

町
長

改
良
整
備
は
重
要
事
項
で
あ

り
、
県・国
に
働
き
か
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
完
成
後

の
町
道
茶
屋
場
田
子
線
と
の

環
状
的
な
道
路
網
の
確
立
な

ど
、
高
い
利
便
性
の
確
保
と
、

住
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
「
み
ち
づ
く

り
」
を
、
今
後
さ
ら
に
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

問

指
針
策
定
等
の

対
応
を
検
討

町
建
物
外
壁

色
彩
に
違
和
感

　
　
　

町
有
建
物
に
赤
紫
色

が
多
用
さ
れ
違
和
感
が
あ
り

ま
す
が
、
町
の
色
彩
景
観
の

方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

地
方
創
生
に
よ
り
地

域
間
競
争
が
高
ま
る
中
、
そ

の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

ト
ー
タ
ル
的
な
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
等
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
新
築
す
る
町
有
施
設
の

外
壁
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る「
白
」

と
「
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
」
を
基

調
と
す
る
戦
略
的
な
方
針
と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

町
の
豊
か
な
自
然
景
観
の

保
全
、
町
並
み
の
形
成
に
は
、

周
辺
景
観
と
調
和
す
る
色
彩

に
よ
る
一
定
の
基
準
を
設
け

る
等
の
計
画
的
、
一
体
的
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
一

般
的
な
手
法
と
考
え
ま
す
。

　

８
年
に
策
定
し
た
「
町
景

観
形
成
基
本
方
針
」
を
策
定

し
て
以
降
、
見
直
し
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
県
景
観

条
例
等
を
踏
ま
え
た
指
針
策

定
の
対
応
を
し
た
い
考
え
で

す
。

齢
者
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
多
様
化
、
複
雑
化
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
介
護
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
通
院
が

困
難
な
方
へ
の
訪
問
診
療
、

通
院
バ
ス
・
１
０
０
円
バ
ス

の
運
行
、
さ
ら
に
25
年
度
か

ら
地
域
安
心
生
活
支
援
員
の

配
置
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら

高
齢
者
等
へ
の
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
福
祉
住
宅
建
設

構
想
に
つ
い
て
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
高

齢
者
の
ご
意
見
や
国
・
県
か

ら
の
情
報
を
収
集
し
、
検
討

を
進
め
る
考
え
で
す
。


